
筑
紫
（
九
州
）
の
萬
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
３
９
回
）

「
防
人
の
歌
」
～
難
波
か
ら
筑
紫
へ
～

・
大
都
会
・
大
阪
に
今
か
ら
約
１
２
６
０
年
前
に
東
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
西
海
辺

境
の
守
備
に
当
る
た
め
西
国
に
向
か
う
「
防
人
」
た
ち
で
あ
っ
た
。

・
水
島
義
治
著
「
万
葉
集
防
人
歌
全
注
釈
」
に
は
「
防
人
」
は
「
サ
キ
モ
リ
」
と
詠
む
。「
崎
守
」「
岬

守
」
の
意
で
陸
地
の
先
端
、
国
土
の
前
端
を
守
備
す
る
者
の
謂い

わ

れ
で
実
際
に
は
奈
良
時
代
に
、
大
陸

勢
力
の
進
攻
を
防
禦
す
る
た
め
に
筑
紫
（
今
の
九
州
）
の
沿
岸
や
壱
岐
・
対
馬
の
海
岸
の
崎
々
・
岬
々

の
守
護
の
任
に
当
た
っ
た
兵
士
の
こ
と
で
あ
る
。
と
述
べ
る
。

・
防
人
の
任
期
は
三
年
、
東
国
諸
国
な
ど
か
ら
徴
発
さ
れ
た
総
勢
約
三
千
名
と
云
わ
れ
て
い
る
。

防
人
が
国
々
か
ら
役
人
に
引
率
さ
れ
て
難
波
津
に
集
結
し
た
こ
と
が
万
葉
集
に
載
っ
て
い
る
。

・
萬
葉
集
巻
二
十
に
は
奈
良
時
代
の
「
天
平
勝
宝
七
歳
乙い

つ

末び

（
７
５
５
）
の
二
月
に
、
相あ

い

替か
は

り
て
筑

紫
に
遣つ

か

（
つ
か
）
は
さ
る
る
諸
国

く
に
ぐ
に

の
防
人

さ
き
も
り

等ら

の
歌
」
八
十
四
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天

平
勝
宝
七
年
二
月
に
交
代
要
員
と
し
て
筑
紫
に
派
遣
さ
れ
た
東
国
諸
国
の
防
人
や
そ
の
父
や
妻
た

ち
の
歌
で
あ
る
。

・
そ
の
中
に
難
波
津
か
ら
出
港
の
際
に
歌
っ
た
次
の
防
人
の
歌
が
あ
る
。

１
）
八
十

や

そ

国く
に

は

難
波

な

に

は

に
集つ

ど

ひ

船
飾

ふ
な
か
ざ

り

我あ

が
せ
む
日
ろ
を

見
も
人
も
が
も 

 
 
 
 
 
 

巻
二
十
―
４
３
２
９

右
の
一
首
は
、

足

下

あ
し
が
ら
の
し
も
の

郡
こ
ほ
り

の
上か

み

丁
つ
よ
ぼ
ろ

・
丹
比
部

た
ぢ
ひ
べ
の

国
人

く
に
ひ
と

の
な
り
。

＊
「
足
下
郡
」
は
今
の
神
奈
川
県
南
西
隅
、
小
田
原
市
、
箱
根
町
、
湯
河
原
町
等
を
い
う
。

＊
「
上
丁
」
と
は
２
１
才
～
６
０
才
の
男
性
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
一
般
の
防
人
を
い
う
。

（
解
説
）
多
く
の
国
の
防
人
た
ち
が
難
波
（
今
の
大
阪
市
及
び
そ
の
周
辺
）
に
集
ま
っ
て
来
て



い
る
。（
い
よ
い
よ
船
出
だ
。）
船
に
色
々
と
装
備
し
て
出
帆
の
準
備
し
て
い
る
日
の
俺
の
姿
を

見
て
く
れ
る
人
が
欲
し
い
。

２
）
難
波
津

な

に

は

つ

に

装
よ

そ

ひ
装よ

そ

ひ
て

今
日

け

ふ

の
日
や

出い

で
て

罷
ま

か

ら
む

見
る
母
な
し
に

巻
二
十
―
４
３
３
０

右
の
一
首
は
、
鎌

倉

郡

か
ま
く
ら
の
こ
ほ
り

の

上

丁

か
み
つ
よ
ぼ
ろ

・
丸
子
連

ま
ろ
こ
の
む
ら
じ

多お
ほ

麿ま
ろ

の
な
り
。

＊
「
鎌
倉
郡
」
は
現
在
の
鎌
倉
市
、
横
浜
市
戸
塚
区
南
部
、
藤
沢
市
東
部
な
ど
の
地
域
を
い
う
。

（
解
説
）
難
波
の
港
で
、
出
航
の
準
備
を
十
分
に
し
て
、
い
よ
い
よ
今
日
と
い
う
今
日
、
船
出
し
て

任
地
た
る
筑
紫
に
下
っ
て
い
く
の
だ
。
見
送
っ
て
く
れ
る
母
も
居
な
い
ま
ま
に
。

（
写
生
地
）
古
代
の
難
波
津
の
位
置
に
つ
い
て
は
現
在
有
力
な
説
は
あ
る
が
未
だ
、
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
。
防
人
が
筑
紫
に
向
か
っ
て
出
港
し
た
と
見
ら
れ
る
現
在
の
大
阪
港
を
描
く
。（
杏

花
）



・
万
葉
集
に
は
筑
紫
に
向
か
っ
て
難
波
津
を
出
航
す
る
時
に
防
人
が
詠
っ
た
次
の
歌
が
あ
る
。

３
）
難
波
門

な

に

は

と

を

漕こ

ぎ
出で

て
見
れ
ば

神か
み

さ
ぶ
る

生
駒

い

こ

ま

高
嶺

た

か

ね

に

雲
ぞ
た
な
び
く

 
 

巻
二
十
―
４
３
８
０

 
 

右
の
一
首
は
、
梁
田

や
な
だ
の

郡
こ
ほ
り

の

上

丁

か
み
つ
よ
ぼ
ろ

・
大
田
部
三

お

ほ

た

べ

の

み

成な
り

の
な
り

＊
「
梁
田
郡
」
は
現
在
の
栃
木
県
足
利
市
及
び
群
馬
県
館
林
市
の
一
部
。

 
 

（
解
説
）
難
波
の
港
か
ら
筑
紫
に
向
け
て
出
港
し
大
阪
湾
か
ら
、
振
り
か
え
っ
て
見
る
と
、

あ
の
神
々
し
い
生
駒
の
山
頂
に
雲
が
た
な
び
い
て
い
る
。

・
生
駒
山
は
奈
良
県
（
生
駒
市
）
と
大
阪
府
（
東
大
阪
市
）
と
の
県
境
に
あ
る
山
（
標
高
６
４

２
ｍ
）
で
あ
る
。
今
は
山
頂
に
テ
レ
ビ
局
の
ア
ン
テ
ナ
の
鉄
塔
が
林
立
し
、
古
代
の
面
影
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

・
作
者
は
大
阪
湾
か
ら
出
港
の
際
に
遠
く
離
れ
た
故
郷
の
あ
る
東
方
を
眺
め
る
と
難
波
と
大
和

の
境
に
聳
え
る
生
駒
山
と
そ
の
上
の
雲
を
必
死
に
見
す
え
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
懐
か
し

い
故
郷
を
想
い
出
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

（
写
生
地
）
大
阪
市
内
唯
一
の
高
台
で
あ
る
上
町
台
地
は
豊
臣
秀
吉
が
築
き
徳
川
幕
府
に

よ
っ
て
再
建
し
た
大
阪
城
か
ら
聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
と
い
う
古
寺
「
四
天
王
寺
」
あ
た

り
を
経
て
古
社
「
住
吉
大
社
」
に
至
る
ま
で
の
幅
２
～
３
キ
ロ
、
長
さ
約
１
２
キ
ロ
、
標

高
２
０
ｍ
か
ら
１
０
ｍ
く
ら
い
の
高
台
を
い
う
。

・
こ
の
上
町
台
地
の
北
端
、
大
坂
城
の
南
に
飛
鳥
時
代
・
孝
徳
天
皇
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
長

柄
豊
崎
宮
（
前
期
難
波
宮
）、
奈
良
時
代
・
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
難
波
宮
（
後

期
難
波
宮
）
が
築
か
れ
て
い
た
。
難
波
宮
は
す
ぐ
近
く
ま
で
海
が
迫
っ
て
い
た
こ
と
が



次
の
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
か
ら
も
難
波
津
は
、
こ
の
宮
の
近
く
に
あ
っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
現
在
、
難
波
宮
址
が
あ
る
上
町
台
地
の
西
南
下
に
位
置
す
る
大
阪

市
中
央
区
高
麗

こ
う
ら
い

橋ば
し

付
近
が
比
定
地
と
し
て
有
力
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。

・
あ
り
通か

よ

ふ

難
波

な

に

は

の
宮
は

海
近
み

海
人
娘
子

あ

ま

を

と

め

ら
が

乗
れ
る
船
見
ゆ 

 
 
 
 

巻
六
―
１
０
６
３

田
辺
福
麻
呂
歌
集

（
解
説
）
い
つ
も
通
う
難
波
宮
は
海
が
近
い
の
で
海
人
の
少
女
ら
の
乗
る
船
が
見
え
る
よ
。

（
写
生
地
）
難
波
宮
史
跡
公
園
か
ら
「
難
波
宮
大
極
殿
跡
」
と
近
く
に
あ
っ
た
難
波
の
港
か
ら
古

代
防
人
が
筑
紫
に
向
か
っ
て
出
港
す
る
際
に
東
方
に
あ
る
故
郷
の
方
向
を
振
り
向
き
、
い
つ

ま
で
も
見
続
け
た
と
思
わ
れ
る
「
生
駒
山
」
を
描
く
。（
池
田
杏
花
）

（
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等


